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ファイルサーバー利用上の課題

企業内で情報を管理・共有する手段として、

簡単に設置できて使い方も簡単であることか

ら、多くの企業でファイルサーバーが使用さ

れている。しかし、ファイルサーバーが乱立

したために管理負荷の増大や情報漏えい対策

の不備を招いているケースも多い。

ファイルサーバーは、社員間やパートナー

企業との間で情報を共有するための効率的な

手段だが、それは情報漏えいや改ざんのリス

クと表裏一体である。

ファイルサーバーの運用において、システ

ム管理者はフォルダーの整理やアクセス権の

管理などに細心の注意を払う必要がある。こ

うした管理がおろそかになれば、ファイルサ

ーバーの統制が崩れ、情報漏えいのリスクを

抱えることになる。

ハードルが高い文書管理システムの導入

このような問題の解決策の 1つは文書管理

システムの導入である。しかし、本格的な文

書管理システムの導入は一般的にはハードル

が高い。

まず文書管理システムの導入に当たっては、

文書情報の棚卸し（既存文書の管理方法やラ

イフサイクルなど）と、文書が保管されてい

るインフラ情報の調査を実施する必要がある。

その上で、現行システム（ファイルサーバー

など）の存続可否や、移行対象文書の精査な

ど、文書管理システムに移行する範囲の特定

を行う。このほか文書管理システム導入後の

運用ポリシーや運用手順の策定、業務プロセ

スの変更も必要になる。さらにシステムの運

用コストも考慮しなくてはならない。

ファイルサーバーという極めて簡便なイン

フラが乱立しているために、文書管理システ

ムの導入には多くのコストがかかるのが現状

である。

管理コスト削減とセキュリティ強化を両立

上記の問題点を解決するのが、NRIのファ

イルサーバー統合管理ソリューション「File

Server Protector」である（図 1参照）。

「File Server Protector」は、ファイルサ

ーバーとユーザーとの間に管理サーバーを配

置するだけのシンプルな構成で、既存文書を

移行することなく、従来のファイルサーバー

環境をそのまま利用することができる。また

Microsoft社のActive Directory（ドメイン管
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理のためのディレクトリサービス）と連携し

てユーザー情報やアクセス権情報を引き継ぐ

ことができるため、運用手順や業務プロセス

の変更を最小限に抑えられる。主な機能は以

下のとおりである。

①統合管理

複数のファイルサーバーがあっても、そら

は仮想的に統合され、従来は分散管理されて

いた文書を 1つの画面上から参照・管理でき

るようになる。

②情報共有

Webブラウザーを利用する方式のため、社

内のイントラネットだけでなく外出先や自宅

からでもインターネットを通じてファイルサ

ーバーにアクセスすることができ、文書の共

有が格段に容易になる。

③セキュリティ

「File Server Protector」を使用して閲覧

された文書は、持ち出しや二次利用を制限す

る以下のようなセキュリティの設定が可能で

ある。

・保存制御：ユーザーのPCへの保存の可否

・印刷制御：印刷の可否

・キャプチャ制御：画面キャプチャの可否

・編集制御：加筆や訂正、コピー&ペースト

など文書変更の可否

このように、「File Server Protector」は、

前述の文書管理システム導入のハードルを回

避しつつ、簡便に既存ファイルサーバーの統

制を可能とする。

内部統制の強化が叫ばれ、同時に既存資産

を無駄にせずIT投資の効果を高めることが求

められている昨今、スピーディーかつ簡便な

方法により効率的で安全な文書共有を実現す

る「File Server Protector」の有用性は高い

と思われる。 ■
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図１　「File Server Protector」の導入イメージ 
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